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なぜ、ご近所みちあそび?

みちあそびのいいところ

子どもの育ちに欠かせない、

ご近所のまなざし

地域に知り合いが増える 地域が活気づく 子どもが元気になる

まちから失われた

ご近所コミュニケーション

「子ども」「みち」「あそび」を

通じて、地域で人と人が

出会える仕組みを

子どもの数が減っていく中、子どもの姿が
見えるようにすることは、これからのまちの
成長と豊かさには欠かせない一面です。子
どもにとっては、ふだんからまちの人たちと
触れることで、自分たちの役割やルール、ご
近所のおもしろさに気付き、保護者以外に
も自分を支えてくれる人たちを知るきっか
けになります。まわりの大人の温かいまな
ざしの中で子ども時代を過ごした大人は、
きっとその先達を支えたいと願う存在にな
るでしょう。

町会やPTAの役員であれば当然ですが、
そうでない人にとっては、ご近所に知り合
いをつくるのは大変な時代になっています。
子育て世帯が子どものいないご近所と知り
合う機会は、その逆の場合も含め、なか
なかありません。けれども、楽しいことが
あれば、人はあっという間になかよくなれ
るものです。笑顔の子どもの姿を見ている
だけでも、そこから会話が生まれることも
あります。

今までは単に自動車が通り過ぎていた道路が、
この地域に暮らしている自分たちの公共
空間でもあることに気付いた瞬間から、様々
な可能性やアイデアが見えてきます。そして、
子ども・大人に関係なく、「自分たちのまち
を自分たちで楽しくしたい」という感性を
持つ人たちが増え、地域に活気が生まれます。

みちという公共空間は、学校とちがい、異
年齢・多世代の人たちとの出会いが数多く
生まれるところです。それは、子どもたち
が育つ過程でも、大きな刺激となるはずで
す。そうした関係性の中で育つ子どもたちは、
大人になってからも、人間関係やコミュニ
ケーションを大切にすることができるよう
になるでしょう。

この数十年、都市部には、たくさんの公園
ができました。その一方で、交通量の増加
も含めた急激な時代の変化を通して、親子
がご近所の道から消えたことで、ご近所の
コミュニケーションは大幅に失われてしま
いました。ご近所とのつながり合いがない
まま、大人になり、子育てが始まっている人
も増えています。その結果、お互いへの配慮
や理解、意思疎通の方法が分からずに、大
きなトラブルに発展してしまったケースも
少なくありません。

みちあそびの大切さは、実施までのプロセ
スにあります。既存の公園では利用者同士
のつながり合いは必要ありません。ところ
が、みちを開くには、そこに関係する人たち
との調整が必要になります。それは、とても
面倒くさいことのように見えますが、そこで
のやりとりが、ご近所での人と人との会話
が生まれるきっかけとなります。

POINT

1
POINT

2
POINT

3
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HOW TOご近所みちあそびを始める流れ

仲間を集めましょう
知り合いや友人に「ご近所みちあそびをしてみたい」と話してみましょう。
3人も集まれば、いつでもスタート可能です。

1

想いを語り合いましょう
大切なのは、「何をしたいか」よりも、「なぜしたいか」です。その想いが、周
囲の人の協力を得る原動力になります。そうすると、自然に場所のイメージ
や、関わってほしい人、そこでやってみたいことが見えてくると思います。

2

企画書をつくりましょう
たくさんの人に説明できるように、A4・1枚でよいので、まずは企画書をつ
くってみましょう。

4

場所を決めましょう
● 商店街
商店街であれば、「買物道路」として、平日の夕方や週末の午後などに歩行者天国に
なっている場所が多くあります。ご近所みちあそびを最も実施しやすい場所のひと
つです。中には、マルシェを実施するためなど、定期的に大きい規模で歩行者天国
になる商店街もあります。

● おまつり
おまつりの開催ですでに交通規制が実施されている日に、その場所の一角を占有さ
せてもらうのもよいでしょう。

● イベントとの共催
パートナー団体※の中には、防災イベントとの共催をすることで、ご近所みちあそ
びを実施しているところもあります。そうすることで、道路使用許可が下りやすく
なる場合もあります。

● 遊戯道路
東京都内には、住宅街の中にも、1960年代に創設された「遊戯道路」と呼ばれる規
制道路が残っています。ただ、現状では交通規制がされないまま、機能していない
場所がほとんどです。ご近所みちあそびの場所として復活させたいという場合に
は、町会やご近所などへの相談が欠かせません。

［企画書の主な内容］
● 企画の趣旨　● 実施する道路　● 候補日　● 時間帯　● 想定している遊びの種類 など

3

最初は、来場者を何百人も見込まず、小さく始めた方が、混乱が少なく、継続もしや
すくなります。

POINT!

※ みちあそびパートナー団体
地域で「ご近所みちあそび」に取り組む
団体。詳しくはP12をご覧ください。
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相談にいきましょう

準備を進めましょう

ご近所みちあそびは、たくさんの人たちのつながりで成り立つ取り組みで
す。まずは、関係する人のところに相談にいってみましょう。

準備については、別ページに詳細を掲載しました。意外とたくさんのこと
を考える必要があります。ご近所みちあそびは、プロセスが大切です。少人
数で苦しむのではなく、たくさんの人に声をかけて手伝ってもらいながら、
楽しく準備を進めましょう。　 ▼  P06へ

5

6

● TOKYO PLAYへ相談する
TOKYO PLAYでも、相談を受け付けています。東京都内で活動するパートナー団体
の様々な事例や、道路を止めるまでのプロセス、関係機関との調整についてのアド
バイスをすることができます。

● 周りの人たちへ相談する
場所によっては、町会や商店街、団地の自治会、マンションの管理組合などの協力
は不可欠です。ご近所みちあそびの実施の大きな力になってくれるはずです。その
ときに、地域の事情をいろいろと教わりましょう。役員さんが直接の知り合いでな
ければ、つながる知り合いの方を探してみましょう。

● 児童館や学童保育などへ相談する
ふだんから地域での活動を積極的に展開している児童館や学童保育、子育てひろ
ば、冒険遊び場、子ども劇場や、PTA、児童民生委員、青少年委員の人たちも、力に
なってくれるかもしれません。

公道を使用する場合には、最寄りの警察署に「道路使用許可」の申請が必要です。詳
しくはP05の「道路使用許可と道路占用許可」を参照してください。

POINT!

START!
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　実施を予定している場所が歩行者専用道路でない場合、最寄りの警察署に

「道路使用許可」の申請が必要になります。すでに自治会や町会、商店街などに

了解が得られているか、自治体の後援があると、申請は通りやすくなります。

申請書は、最寄りの警察署のホームページでもダウンロードできますが、窓口

で事前に相談しにいくとよいでしょう。その場で、道路使用許可が下りる可能

性やその他の必要書類についてアドバイスをもらうことができます。

道路に簡易テントや電源などの固定物を置く場合には、警察署への申請とは別

に、自治体への道路占用許可の申請が必要です。この申請には、警察署からの

意見書の添付など、煩雑なやり取りが必要になります。小さく開催したい場合

は、この申請が必要ない程度の内容をお勧めします。

［申請に必要なもの］
申請書以外に、以下のような資料が必要となります。

すべてを企画書としてまとめてもよいでしょう。

□　開催概要（目的、日時、場所、主催等）
□　当日の警備計画
□　拡大配置図（道路幅員や延長も含む）
□　道路を規制した時のう回路を示す地図
□　交通が規制されることを示す掲示案

「道路使用許可」と「道路占用許可」について
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PREPARE準備の心得
ご近所みちあそびを始めるためには、様々な準備が必要になります。

みんなで協力し合い、楽しく準備を進めましょう。

ご近所へのごあいさつ
実施する場所の周辺にあるお宅やお店などに、ごあいさつに伺い
ましょう。そのときに、趣旨を説明するのはもちろん、どのよう
な配慮が必要かを知ることもできるでしょう。

● チラシを作る
趣旨をわかりやすくまとめたチラシを用意するとスムーズです。
ご近所へチラシを配布し、みちあそびのお知らせをしましょう。

● 場所の再検討も視野に入れておく
今のご時世では、残念ながら、道で人々が遊び、楽しむことは当
たり前ではありません。たとえ、みなさんのご近所みちあそびが
意味ある理念を掲げた活動だとしても、すべての人が手放しに賛
成するとはかぎりません。実施予定の場所の近所には、病気療養
中の方や、夜勤明けで昼間は寝ている方、ご近所での関係でつら
い思いをしている方がいる可能性もあります。事情によっては、
別の場所の検討も視野に入れてください。

安全対策
● けがにつながりそうな場所をチェック
ご近所みちあそびで心配なのは、けがだと思います。子どもの遊
びにはケガがつきものとは言いますが、できれば起きてほしくな
いものです。

● 車両の出入りや駐輪場をチェック
開催中の車両の出入りや安全への配慮、駐輪スペースをどうする
かなどについても考えておきましょう。

● 交通規制の準備
道路を止めるための資材としては、カラーコーン、バー、規制看
板（手作りでも可）が必要になります。規制箇所に立つ人を目立た
せるには、蛍光のビブスやジャケット、誘導灯が必要です。趣旨
を書いた看板もあると、さらによいでしょう。

● 救急箱の準備
誰かがけがをしたときのために、救急箱の用意が必要です。近隣
の病院の確認もしておきましょう。

保険の加入について
参加者がけがをしてしまう場合や、誤って車を傷つけたり、もの
を壊したりしてしまうことがあるかもしれません。もちろん、安
全対策や事前の工夫は大切ですが、イベント的な開催となる場合
には、保険への加入も考えてみましょう。

● 保険の種類
保険には、傷害保険・賠償責任保険の二種類があります。この二
種類でおおむねの保障を網羅することができます。ご近所の知り
合いに保険会社の方がいれば、その人に相談してみましょう。一
般的な保険の代理店でも対応可能です。

● 保険料の調達
保険料は、人数や規模に応じて高くなりますので、規模の大きい活
動をする場合には、資金調達を同時に考える必要が出てきます。
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CASEこんな始め方があります
過去にご近所みちあそびを始めた方々の活動事例をご紹介します。
ご近所みちあそび活動を始めるきっかけの参考にしてみましょう。

日常の買物道路を利用
＠北区 豊島中央通り商店街

歩行者天国として今でも全国的に積極的に活用
されて残っているのは、平日の夕方や土日休日の
午後などに設定されている「買物道路」です。北区
豊島では、「まちの人たちに見守られて、子ども
はのびのび遊び、親は安心して子育てができた
ら」という願いから、保育園の父母の会の取り組
みとして始まりました。同じ保育園に子どもを通
わせる商店街の方がいたことから、話がすぐに進
みました。当日の交通整理では、保育園のお父さ
んたちが活躍。子どもだけでなく、大人も思い思
いに楽しみながら過ごす姿が見られました。

イベントの一角を利用
＠三鷹市 三鷹中央通り商店街

三鷹駅前通り商店街では、月1回の第4日曜日に
道路を封鎖してマルシェが行われます。この時を
利用して、交差点の一角をご近所みちあそびの場
として開放しています。この日は、交差点いっぱ
いに敷かれた人工芝の上で、ふだんは腰かけるこ
とのない地面にたくさんの親子が靴を脱いで過
ごしました。また、地面に描かれたチョークを落
とすために、子どもたちがデッキブラシを使って
洗い流していると、そばのお店の方たちが感銘を
受けて、お水を提供してくださるなど、うれしい
出会いもたくさん生まれました。

商店街にて

こどものポケット
小川さん・松崎さん

【小川】 最初は、保育園父母の会の地域係として、園庭で遊び場づくりをして地域の親子にも声をかけましたが、参加
は少数。みちあそびのよいところは、地域の子どもも大人も気軽に参加できて、楽しくつながれるところだと思います。

【松崎】 子どもが小学生になると、つい不安から子どもの時間を習いごとで埋めてしまうという話をよく聞きました。こ
この商店街は、子どもたちを見守ってくれる人が多いんです。そのことにたくさんの保護者の人が気づくきっかけにな
ればと考えています。

NPO法人 子育てコンビニ
佐藤さん

毎回来てくれる通りがかりの人や、「こういうの、好きなんだよね」と言ってくれる人たちもいます。このみちあそびは、知
り合いが増えるというか、人間同士のつながりができるので、「孤独な育児からの解放」というNPOのミッションの下
でやっています。まずは、その場しのぎでも、お母さんが何かをワッと出せてニコニコできればいいなあと思います。今
は目立つ場所でやっていますが、将来はそれぞれの地域でできたらいいですね。
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防災訓練といっしょに
＠千代田区 神田富山町

ふだん規制されていない道路でみちあそびを実
施するのは、なかなか難しいものです。そこで、
千代田区の神田富山町会青年部では「プレイスト
リート＆防災イベント」として、ご近所みちあそ
びを開催しました。ふだんはなかなか子どもが集
まらない地域の防災訓練とは対照的に、多くの子
どもたちが集まりました。スタンドパイプの設置
やはしご車体験、煙体験など、子どもたちや親子
でも見学・体験できるような機会になりました。
水消火器訓練では、町会の人が火に扮して子ども
たちの発射する水の的になり、真剣かつ大いに盛
り上がる訓練となりました。

自宅の駐車場を使って
練馬区のあるお宅では、道路に面した駐車場スペースにプールを出し
て、どじょうを放しました。そして、そこを通りがかった近所の子どもや
大人が立ち止まり、交流の場が生まれました。ただ、この場合は、近隣の
方々とのコミュニケーションをていねいにとることを強くお勧めしま
す。それぞれの家庭にはそれぞれの事情があり、良かれと思った行動で
も、別の方にとっては大きな迷惑となることもあります。まずはご近所
に相談してみましょう。

ふだん規制されていない
道路を使う
〈防災訓練といっしょに〉の例で、「ふだん規
制されていない道路でみちあそびを実施する
のは、なかなか難しいものです」と書きまし
たが、地域の中で仲間を見つけ、企画を検討
して、町会の方々のところへ相談に伺うとい
うステップを一つ一つ登って行くことによっ
て、実施の可能性は拓けます。

他のイベントとの共同実施

独自にやってみる

富山町町会青年部
北清さん

祖師谷みちとの遭遇
プロジェクト
村松さん

３時間ばかりの開催でしたが、子どもも大人も、たくさん
の人が自然に集いました。当初、公園でやってはどうかと
いう声もありましたが、地域の様々な方とのコミュニケー
ションがあって初めて成り立つ「道」での実施にこだわり
ました。子どもたちは、こうした地域コミュニティで先輩
からいろんなことを教わったものです。今こそ、道で遊ぶ
ことが必要なんだと思います。近くの団地に住むおばあ
ちゃんが、「子どもの声がうるさいという人もいるけど、私
はそうは思わない。窓を開けて子どもの声が聞こえると、
生きてる！と感じる。団地も子どもが減った。定期的にやっ
てみては」とお話くださったのが、うれしかったです。

これまでの地域のイベントでは、子どもをお客様としてとらえがちで、僕らがゲームや企画を考えて運営していました。
ところが、みちあそびでは子どもが自分たちでこの空間の楽しみ方を考え、遊び、片付けすらも楽しむ姿に感激しまし
た。また、防災イベントとセットになることで、参加者が多世代に広がり、防災と遊びを通して、ふだん関わりが少ない
マンション居住者、昔から住むお年寄り、地域の事業所の方々が、お互いの存在を意識し、新たなつながりが生まれ
たのを感じます。現在は、年１回のイベントですが、自分たちが無理して拡大せず、神田の各地域が各々のイベントに
みちあそびを組み入れていくようになれば、さらに広がるのではと感じています。
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IDEAみちあそびのアイディア
こんなものがあると楽しくなるかも! 　近くのお店でどんなものが手に入りそうですか?

みんなでご近所を回ってみるのもおもしろいと思います。

※地域によって、地面に描くことができない場合もあります。 ※タオルを敷くなど、道路にできるだけこぼさないような工夫が必要です。

絵本 王冠・ワインコルク ダンボール 古いヘアカタログ

大なわ・ロープ

チョーク シャボン玉

将棋・囲碁・オセロ・トランプ・ボードゲーム

コマ・けん玉・おはじき・お手玉・ビー玉・ゴム

ご自宅に眠っていませんか 居酒屋・ワインバー
など

大きなキャンパスに思い切り落書き!　みんなで
力を合わせれば、掃除もあっという間です。

家にあるなわとびをつない
で使うこともできます。太い
ロープがあれば、つなひきも!

いつの時代も、人気のアイテムです。おじいちゃん、おばあちゃんも一緒に遊ぶことができます。

ふしぎな魅力でたくさんの人が集まります!　近くで食事をして
いる人や、ご近所の洗濯ものには配慮しましょう。

道で遊ぶと、楽しさが一味ちがいます。昔は、将棋や囲碁をさす姿があちこちで見られたものです。

電気店・スーパー・
八百屋など

美容室・理容店
など
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SECRET OF SUCCESS成功のヒケツとヒミツ
ご近所みちあそび活動を成功させるためのヒケツとヒミツをまとめました。

どこかの業者に依頼したイベントも
悪くはありませんが、くらしに密着
した取り組みにするなら、自分たち
の大切にしたいことを自分たちで
するのが一番です。ご近所みちあ
そびの成功のヒケツは、そのプロ
セスにあります。実現までには、近
所の方たちとたくさん話をすること
もあるでしょう。そこでの共有や共
感の輪の広がりを通して、くらしが
豊かになっていきます。

初めてのご近所みちあそびでは、
話の盛り上がりで、あれもこれもと
企画が生まれることがあります。け
れども、直前になって実施体制を
考え始めたら、大変すぎてパニッ
クを起こしてしまうこともありえます。
また、最初に詰め込みすぎると次回
の実施のハードルが上がりがちなので、
継続を考えるのであれば、特に初回
は気をつけた方がいいでしょう。

「宣伝は、あまりしていません。広
報が苦手というのもありますが…。
でも、私たちは遠くの人よりも、
ご近所の人とつながりたいのです。」
これまでに、いくつかのパートナー
団体の方から、そうした言葉を聞
いてきました。「とうきょうご近所
みちあそび」は、遠くの人をお客
さんとしてたくさん呼ぶためのイ
ベントではなく、ご近所の人たち

がゆるやかにつながることで、く
らしを豊かにしていくプロジェクト
です。ところが、みなさんが数百
人を超える来場者のための対応に
追われてしまうと、本来の目的を
見失いがちになります。ご近所み
ちあそびには、適正人数がありそ
うです。パートナー団体の中には、
「SNSには掲載しない」「商店街へ
のチラシの掲示は3日前」というと
ころもあります。みなさんの中でも、
ほどよい広報を考えてみてください。

子どもが飽きないようにと、たくさ
んのおもちゃや企画を持ち込みたく
なってしまうかもしれません。けれ
ども、そこは最小限にしてみましょう。
すると、子どもたちは、大人では気
づかなかった道のおもしろさを発
見していく姿を見せてくれるでしょう。
大人のみなさんは、そうした子ども
たちの「研究者」として、発見する
活躍をしてください。

せっかくのご近所みちあそびなので、
実施場所の周りで手に入る素材や
資材を探しましょう。近くのお店から、
「不要だけれど、遊びには使えるもの」
をいただくことができるかもしれま
せん。そうしたコミュニケーションも、
ご近所みちあそびをより楽しく、継
続的にしていくためには欠かせない
要素です。

初めてのみちあそびが成功に終わったとき、
次回はどうしようかと考えることでしょう。でも、
そんなときに、「うまくやれば、もっとたくさ
んの人を呼べるよ」「儲けを出せる方法もあるよ」
と、様々なアドバイスをもらうこともあるでしょ
う。一呼吸おいて、「何のために、このみちあ
そびを始めたんだっけ？」ということを振り返っ
てみましょう。「来場者増」のような、一般の
商業イベントの成功モデルは、必ずしも私た
ちの成功モデルではありません。

そこに暮らす人が
やるのが、一番いい

初回の
盛り上がりすぎに注意

広報はご近所に

大きな打ち上げ花火よりは、小さい
けれど長く楽しめる線香花火のように。
ご近所のくらしの中で、子どもたち
は日々育っていきます。ご近所との
関係も、日々積み重なっていきます。
そこに寄り添うご近所みちあそびを目
指すには、年1回よりも、月1回、週
1回という方がよさそうです。イギリ
ス・ロンドンのある住宅街では、月1

回2時間のみちあそびを実施しながら、
年1回だけ近隣の多くの方を招いてパー
ティーを開くそうです。でも、日常
では、規模の大きいことはできません。
小さくても、地味でもよいから、日
常の中に根づいていくことが大切です。
私たちは、そんなご近所みちあそび
が、東京中に広がっていくことを願っ
ています。

細く、長く。

子どもは自分で遊びを
見つける力を持っています

みちあそびの材料は、
地産地消で

次の展開は、どうしよう？
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Q&Aよくある質問
ご近所みちあそびについてよくある質問をご紹介します。

Q.
A. みなさん、それぞれになんらかの事情があると思います。一方的にこちらの意向だけを押し付けることは避
け、先方の声に耳を傾けて、不安に感じていることなどを伺うよ
うにしましょう。その上で、不安を解消する方法を一緒に考える
ことが大切です。 また、町会長さんなど地域の事情に詳しい方
に相談するのもよいでしょう。それでも、どうしても解消が難し
い場合は、開催場所を変更することも含めて、再検討しましょう。
地域での取り組みですので、無理に実施すると関係が悪くなり、
継続が難しくなってしまいます。

近隣から反対意見が上がった場合、
どうすればよいでしょうか? Q.

A. このガイドブックの他に、ホームページでは、みちあそびを実施する際に使える各種書類の作成例や、チェック
リストなどがダウンロードできます。 また、みちあそびパート
ナーに登録していただくと、備品の貸し出しや、地域での活動の
協力者を探す際のサポートなどを受けられます。パートナー募集
ついては、次のページもご覧ください。

TOKYO PLAYには、どのような
サポートをお願いできますか?

Q.
A. 救急車などの緊急車両は、遠くからサイレンを鳴らしてやってきます。その音が聞こえてきたら、開催場所を通
ることを前提に、速やかに緊急車両の通行を確保してください。
カラーコーンやバリケードなどは、すぐに撤去できるような設置
方法を考えましょう。横断幕などをつける場合は、すぐにひもを
切って取り外せるような掲示方法を考えてください。

緊急車両が通る場合は、どうしたら
よいのでしょうか?

Q.
A.「ご近所みちあそび」は、お金の有無や家庭の事情に関わらず、どの子どもも参加できるようになっていることが
前提となる取り組みです。ですので、参加費はとらないようにし
てください。また、商店街などでの実施では、商品の販売のため
のテーブルが設けられていることがあります。ご近所みちあそび
が販売行為の一部だと捉えられないように、外部の人がお店を出
す場合には、関係者との相談・調整をするようにしましょう。

参加者からお金をとってもよいので
しょうか?

Q.
A. 特に決まりはありません。みなさんの体力にもよりますが、あまり長い時間はお勧めしません。実施場所の周辺
に暮らす方々の事情との兼ね合いで検討するのがよいでしょう。
これまでの実績では、2～3時間くらいの開催がほとんどです。

初めて実施するのですが、どのくらい
の時間やるのがよいですか?

Q.
A. 世の中には様々な子ども向けのプログラムが行われています。そうしたものと比較すると心配になるお気持ち
もわかります。けれども、子どもは自分で遊びを見つけ、生み出
す力を持っています。そこで、「ここで遊んでもいいんだ」という
雰囲気をつくるためにも、用意した材料で大人がまずは遊んでみ
ることをお勧めします。子どもたちはその姿に誘われて、自分た
ちのやりたいことを始めるでしょう。

プログラムを用意せずに子どもたち
が遊んでくれるか心配なのですが、
大丈夫でしょうか?

Q.
A. 周囲の状況にもよりますが、ボールの使用は気をつけた方がよいでしょう。特に商店街などでは、思わぬところ
に飛んだボールでお店に被害が及んでしまうことがあります。紙
飛行機など、どこに飛んでしまうか分からないものも、お勧めで
きません。また、ペンキや粘着性のものなど、掃除をしても落と
せそうにないものの使用はやめましょう。

使わない方がよい遊びの素材は
ありますか? Q.

A.「ごみや汚れが残っていないか」「けがをした人やトラブルはなかったか」などを確認しましょう。意外と忘れが
ちなのが、お世話になった方たちへのお礼です。近隣のお店やお
うちの方々はもちろん、実施に協力してくださった方々にも、実
施直後に直接お礼に伺いましょう。その時に、主催側では聞けな
かったお話を伺えることもあります。簡単な報告書をつくるのも
よいでしょう。

実施した後に必要なことは
ありますか?

その他のよくある質問はTOKYO PLAYのサイトでもご紹介しています!
http://tokyoplay.jp/playbourhood/



お問い合わせ
一般社団法人TOKYO PLAY　担当：嶋村、高橋　Email: info@tokyoplay.jp

地域で「みちあそび」に取り組む団体・組織です。「みちあそび」を実施したいという思い
があり、プロジェクトの趣旨に賛同していただける際には、ぜひご登録ください。そして、
みなさんの実践で得たノウハウやヒント、成果をたくさんの人に発信していきましょう。

パートナーに登録すると……
● 実施に関する情報・ノウハウの提供（道路使用～遊びのきっかけづくりまで幅広く）
● 備品の貸し出し（芝生ロール、ノボリなど）　● イベント等の広報協力
● 地域での活動のパートナー探しの協力　● 初開催の時には準備のお手伝い など

  登録についての詳細は、右の QRコードまたは下記 URLよりアクセス !

ABOUT
Playbourhood Street Tokyo （とうきょうご近所みちあそび）project について

みちあそびパートナー募集

くらしに身近な道での遊びなど、みんなが楽しめる取り組みを通して、
大人と子どもが共存する豊かな地域をつくるプロジェクトです。

本プロジェクトはHSBCグループの支援を受けて実施しています。

目指す姿 取り組み

私たちのまちを私たちの手で住みやすくで
きるように。「自動車優先の空間」だけでは
なく、そこに暮らす人たちの「多世代交流」
や「子育て・子育ち」のための空間としての
「道」を東京じゅうに広げていくことをめざ
しています。
兄弟が減る中でも、子どもたちがたくさん
遊び、地域の人たちの関わりや見守りの中
で育っていけるように。子どもも、地域の一
員として、まちの人たちのくらしも大切に
して育っていけるように。誰もが、お互いに
やさしく、お互いに守り合えるまち。「遊び」
をキーワードに、誰もが通る「道」から、そん
なまちづくりを始めたいと考えています。

地域で「みちあそび」に取り組んでいただける団体・組織（みちあそびパートナー）を募集し、
道を通した子育て・多世代交流が当たり前になる東京へ向けて、一歩ずつ進んでいきます。

初年度の2017年度には、東京都内にて20か所での実施を
目指します。

実施パートナー募集から3年後の2020年には、東京都内に
て100か所での実施を目指します。

● 地域交流道路制度の創設
● 都内各地で定期的なご近所みちあそびの開催

● 子育て・子育ちしやすい東京　● 防犯・防災力の高い東京
● 地域のことを子どもがよく知っている東京　● 多世代交
流があふれる東京　● 高齢者がまちに出られる東京　● 多
世代協働・互助貢献社会としての東京

2017年 東京都内で20か所

2020年 東京都内で100か所

東京都・都内市区町村

道を通した子育て・多世代交流
が当たり前になる東京へ

1

2

3

4

運営について

NPO法人 ふれあいの家－おばちゃんち
プロジェクト全体の調整、管理
赤ちゃんから高齢者までが、世代をこえて、ふれあい暮らせる、そんな『まち』を目指し、「子ども
と大人のパートナーシップ」を原点に、世代をこえて誰もが気軽に集える居場所として活動し、こ
の活動を通じて新しい時代が求める子育て・子育ちの社会化を推進しています。

一般社団法人TOKYO PLAY
プロジェクトの企画、調整、運営、各地での「みちあそび」開催に向けた支援
「すべての子どもが豊かに遊べる東京を」というミッションを掲げ、それぞれの立場の人たちだか
らこそできる「ワン・アクション」づくりを目指して、キャンペーンやイベント出展、調査研究、出
版など、様々なプロジェクトに取り組んでいます。

http://tokyoplay.jp/playbourhood/


